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野村DC世界分散投資戦略ファンド 
愛称：DCグローバル・ビュー 

償還運用報告書(全体版) 
 

第５期（償還日2026年９月１日） 
 

作成対象期間（2026年１月22日～2026年９月１日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行ない、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2026年９月１日をもちまして繰上償還いたします。（設定日2022年８月17日） 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうこと
を基本とします。 

主な投資対象 
野村DC世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
野村DC世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村DC世界分散投資戦略ファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年８月17日 10,000    － － － － － － － 1 

１期(2023年１月23日) 9,073    0 △ 9.3 － 19.0 44.2 13.9 13.0 15 

２期(2024年１月22日) 9,043    0 △ 0.3 － 30.2 43.5 9.8 12.1 8 

３期(2025年１月21日) 9,338    0 3.3 － 42.9 56.5 △15.3 11.8 8 

４期(2026年１月21日) 10,331    5 10.7 － 45.3 48.3 △11.2 10.2 12 

(償還時) (償還価額)         

５期(2026年９月１日) 10,830.29 － 4.8 － － － － － 1 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークなどはありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2026年１月21日 10,331    － － 45.3 48.3 △11.2 10.2 

１月末 10,483    1.5 － 47.4 45.0 △ 6.4 9.7 

２月末 10,618    2.8 － 47.3 45.9 △ 8.2 8.0 

３月末 9,863    △4.5 － 42.8 46.5 △10.8 5.6 

４月末 10,447    1.1 － 48.5 45.6 △12.9 6.2 

５月末 10,771    4.3 － 49.2 45.2 △ 8.1 6.3 

６月末 10,735    3.9 － 46.7 46.6 △ 4.5 6.1 

７月末 10,653    3.1 － 46.5 47.0 △ 5.2 6.2 

８月末 10,831    4.8 － － － － － 

(償還時) (償還価額)       

2026年９月１日 10,830.29 4.8 － － － － － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2026年１月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇）  

・外国債券への投資 

・新興国債券への投資 

・国内株式への投資 

・外国株式への投資 

・新興国株式への投資 

・オルタナティブ資産（リート・商品）への投資 

 
（下落）  

・国内債券への投資 

・通貨戦略 

・為替ヘッジコスト（短期金利差から生じるコスト） 

・信託報酬、売買手数料   
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○投資環境 
当作成期間において、日米独の株式市場は上昇しました。債券市場では、長期国債利回りが

日米独で上昇（価格は下落）しました。為替市場では、円が多くの通貨に対して下落しました。 

 

当作成期初から３月にかけて、雇用指標の悪化などを受けて米国景気の減速懸念が強まった

ことを背景に株価は下落、債券利回りは低下（価格は上昇）しました。その後、４月にかけて

は、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の急騰でインフレ懸念が高まったことなどを背景に債券

利回りは上昇、株価は続落しました。 

債券市場は、その後も中東情勢の影響を受けて変動したものの、インフレ率の加速が確認さ

れると、金融引き締め懸念が高まり、償還日にかけて利回りが上昇しました。株式市場も中東

情勢悪化の報道や、AI関連投資への過熱感に対する懸念が高まったことなどを背景に下落する

局面があったものの、AI関連需要の強さが改めて確認されたことや、好調な企業業績、経済指

標を背景に上昇しました。為替市場では、為替介入への警戒感などから円高に振れる局面が

あったものの、日米金利差の拡大が意識されて円安方向で推移しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
［当ファンド］ 

マザーファンドを、当作成期間を通じて高位に組み入れました。 

８月下旬には繰上償還にむけてマザーファンドの受益証券を売却し、現金化しました。 
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［マザーファンド］ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 

 

【株式】 

当作成期間は一貫して株式に強気姿勢を維持して、株式比率を概ね50％以上と、通常40％程

度とする当ファンドの株式比率に対して積極的な水準としました。株式市場はAI関連企業の好

調な業績および成長期待を背景に底堅く推移し、米国を中心に株価の上昇が継続すると判断し

ました。中東情勢の緊張が高まった３月には一時的に投資比率を引き下げる局面もありました

が、その後は、マクロ経済指標が総じて堅調であったことから、再度、投資比率を引き上げま

した。 

 

【債券】 

当作成期初はデュレーション※を約５年としましたが、期中に段階的に短期化し、繰上償還

時までに４年弱まで短期化しました。多くの先進国がこれまで予防的に実施してきた利下げを

停止するなか、期初時点ではさらなる利下げ余地があると判断していましたが、中東情勢の悪

化に伴うエネルギー価格の上昇を受けて、債券に対する強気な見通しを後退させました。期中、

長短金利差からの収益獲得を目指す戦略を実施しました。なお、日本については拡張的な財政

政策に対して市場で懸念が残ると考え、抑制的な投資姿勢を継続しました。 

 
※デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金利

変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、為替変動リスクを抑制するため、為替ヘッジ後の円貨比率を100％程度とす

ることを基本方針としています。当作成期初時点では外貨比率を約３％、円貨比率約97％の水

準とし、為替変動の影響を極力抑制していましたが、２月下旬から内外金利差による収益の獲

得を目的に外貨比率を約11％まで段階的に引き上げました。繰上償還時で外貨比率を約６％、

円貨比率約94％の水準としました。 

 

【オルタナティブ】 

当作成期間、中東情勢の緊迫化を背景に金や原油などの商品およびリートへの投資比率を機

動的に変動させ、繰上償還時で商品を約２％保有しました。 
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以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 
 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％）  ・債券デュレーション（年） 
 

  

 

・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマークなどはありません。 

 

 

◎分配金 

償還のため分配は行ないませんでした。 
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◎設定来の運用経過 

  

 
 

○基準価額の主な変動要因 

第１期～第２期 

債券価格が大きく下落する局面で債券に対する積極的な投資姿勢をとったことがマイナス

に影響して基準価額を押し下げました。一方、債券投資においては短中期年限よりも長期年限

に重心を置いた年限選択の効果はプラスとなって全体のマイナス幅を縮小しました。株式投資

においては、株式を買い持ちとしたことが市場が下落した前半にはマイナスとなったものの、

上昇した後半にはプラスとなって当期間を通じた投資効果はプラスとなりました。この間の為

替戦略において、米ドルを買い持ちとしてその他通貨を売り持ちとした外貨選択効果などもマ

イナスに影響しました。 

 

第３期～第５期 

株価が上昇する局面でこれらに投資していた効果が基準価額（分配金再投資）を押し上げま

した。また、相対的に堅調だった北米や、ハイテク株比率が高いナスダック市場の株式先物を

買い持ちとした効果などもプラスとなりました。債券投資においてはデュレーションをプラス

とした効果や、国内債券への投資効果がマイナスとなったものの、米国物価連動国債や新興国

国債への投資効果などがプラスとなりました。一方、通貨戦略においては、外貨比率をプラス

とした効果はプラスとなったもののヘッジコストがマイナスに影響しました。 
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○１万口当たりの費用明細 (2026年１月22日～2026年９月１日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 66  0.625  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (35)  (0.336)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (28)  (0.269)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.020)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.021   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 2)  (0.018)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.015   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.012)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 70   0.661    

期中の平均基準価額は、10,550円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.04％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村DC世界分散投資戦略ファンド

○売買及び取引の状況 (2026年１月22日～2026年９月１日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 1,149 1,900 8,995 15,015 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2026年１月22日～2026年９月１日) 

 

＜野村DC世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 5,292 523 9.9 5,622 600 10.7 

平均保有割合 0.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.032千円 

（B）／（A） 1.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2026年１月22日～2026年９月１日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村DC世界分散投資戦略ファンド

○組入資産の明細 (2026年９月１日現在) 

 

 2026年９月１日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 7,846 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年９月１日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 1,092 100.0 

投資信託財産総額 1,092 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2026年９月１日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 1,092,652   

 コール・ローン等 1,092,623   

 未収利息 29   

(B) 負債 9,623   

 未払信託報酬 9,589   

 その他未払費用 34   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,083,029   

 元本 1,000,000   

 償還差益金 83,029   

(D) 受益権総口数 1,000,000口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,830円29銭 
 
（注）期首元本額は12,466,454円、期中追加設定元本額は1,942,868円、

期中一部解約元本額は13,409,322円、１口当たり純資産額は

1.083029円です。 
 

○損益の状況 (2026年１月22日～2026年９月１日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 425   

 受取利息 425   

(B) 有価証券売買損益 108,969   

 売買益 461,716   

 売買損 △352,747   

(C) 信託報酬等 △ 62,295   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 47,099   

(E) 前期繰越損益金 96,840   

(F) 追加信託差損益金 △ 60,910   

 (配当等相当額) (   49,108)  

 (売買損益相当額) (△110,018)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 83,029   
 
＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 
 

  

親投資信託残高 
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野村DC世界分散投資戦略ファンド

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2022年８月17日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2026年９月１日 資 産 総 額 1,092,652円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 9,623円 

純 資 産 総 額 1,083,029円 

受益権口数 1,000,000口 1,000,000口 －口 受 益 権 口 数 1,000,000口 

元 本 額 1,000,000円 1,000,000円 －円 １万口当たり償還金 10,830円29銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 16,911,785円 15,343,584円 9,073円 0円 0.00％ 

第２期 9,950,914   8,998,750   9,043   0   0.00   

第３期 9,556,185   8,923,135   9,338   0   0.00   

第４期 12,466,454   12,878,773   10,331   5   0.05   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 10,830円29銭 
 
 
 

○お知らせ 

「一般社団法人投資信託協会」と「一般社団法人日本投資顧問業協会」が2026年４月１日で

合併し、「一般社団法人資産運用業協会」に名称変更されたことに伴い、投資信託約款に記載

された「一般社団法人投資信託協会」を、「一般社団法人資産運用業協会」に改める所要の約

款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2026年４月１日＞ 
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